
学校だより 

芸術鑑賞会 
７月３日（金）に、市生涯学習課による 1･2･3年生を対象とした芸術鑑 

賞会が行われました。本年度は、「オズの魔法使い」の演劇でした。本物に 
触れることによる学び、観劇後の児童の顔はとても感情いっぱいでした。 
4･5･6年生は 11月５日（木）に「わんぱく寄席」古典芸能を参観予定です。 

宿泊学習 
 ６月 25日（木）・26日（金）の２日間、５年生の宿泊学習を水戸市少 
年自然の家で行いました。飯ごう炊さんや各種企画したｲﾍﾞﾝﾄ等もさるこ 
とながら、みんなで宿泊を共にしての行事は、とても思い出になるもので 
す。帰校の様子を見ると、疲れの中にも嬉しさ一杯の表情が見られました。 

ありがとうございます 
 ７月 21日（火）～７月 24日（金）の期間、保護者面談を実施いたします。入学・進級してからのお子様の学
校生活の様子等をお伝えし、またお家での様子も伺い、今後の子供達のより良き成長を願い目指しての時間と
なります。お仕事等各種ご都合がある中、毎回貴重なお時間を割いて学校の教育活動にご理解とご協力を賜っ
ていること、改めまして感謝申し上げます。当日もどうぞよろしくお願いいたします。 

お願い・お知らせ 
・インク代高騰の折、各自治会様に回覧で学校だよりを配付していたのですが、以降は学校ホームページ 
（URL、QR 参照）よりご覧くださいますよう、ご理解のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 
URL=https://hitachinaka.schoolweb.ne.jp/0810033/document <QR(Quick Response)コード →> 

 
・放課後や夏休み中等に学校に来て遊ぶ児童につきましてのケガ等につきましては、学童クラブ 
通級時間帯の学童クラブ在籍児童は学童クラブの保険が適用されますが、そうではない場合には各種保険等
の適用等はございません。（学校の管理下ではない活動中につきましては、日本スポーツ振興センターの災害
共済給付はありません。）ご理解のほどを願います。 

体操服バザー 
 ６月 16日（火）の学習参観日等の際にＰＴＡ主催での体操服バザーが 
行われました。年間をとおして数回実施されているこの企画、環境的に 
も経済的にも、とても素晴らしいものだと感じております。準備等いろ 
いろ大変ですが、今後とも続いていくこと願っております。 

学校保健安全委員会 
 ７月 16日（木）に、第 1回の学校保健安全委員会が開催されました。子 
供達に対しての保健教育の基盤として健康の保持増進を図るべく、今回は 
講師に学校歯科医・学校薬剤師の皆様にご来校いただきました。PTA役員 
の方々等との意見交換や、講師の先生方より指導・助言をいただきました。 
 

防犯パトロール連絡会 
 ７月 10日（金）に、第２回目の防犯パトロール連絡会が開催されました。 
道路事情も複雑な本校学区においては、特に夏休み中の自転車での交通事故 
がとても心配です。参加者の皆さんで、安全に過ごせるよう様々な協議をし 
ました。 

 

 

 

夏休みに際して 
 ７月 21日から８月 31日までの 42日間（実質的には７月 18・19・20日の週休日・祝日も入れる
と 45 日間）の夏休み（夏季休業日）がはじまります。歴史的には、1872 年（明治 5 年）に学制が
公布され、近代的な学校制度が始まり、その後の 1881年（明治 14年）に当時の文部省が「夏季休
業日」を定めたことによると言われています。 
 夏休み前の登校最終日の集会では、夏休み期間中も安心・安全に過ごせるよう、夏休みの生活に
ついて話をする予定です。また各学級でも、夏休みのしおりにもとづいて、生活面や学習面につい
て指導しております。ご家庭におかれましても、規則正しい生活の継続、友達や家族との会話の中

での言葉遣いや仕草について、またＳＮＳ・インターネットの使い方の約束等について、是非お子さまと話をし
てください。学校生活とは違う環境で約束事を決め、自己管理する姿勢は非認知能力を育てるにもとても有用で
あり、この夏休みは適した期間であるとも考えます。そして、９月の最初の登校日に、元気に登校してくること
を願って、充実した夏休みをお過ごしください。（なお、土日祝日・学校閉庁日を除く日は、勤務時間（8:10～
16:40）内は当番の職員は学校に勤務しておりますが、出張等で不在の職員もおります。） 
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